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冒
頭
、
能
登
半
島
地
震
の
犠

牲
者
に
対
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
、

主
催
者
を
代
表
し
橋
本
武
朋
議

長
と
自
治
労
本
部
の
木
村
ひ
と

み
副
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
続

け
て
来
賓
の
全
国
一
般
評
議
会

の
福
島
憲
一
議
長
と
組
織
内
国

会
議
員
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議

員
が
あ
い
さ
つ
。
岸
議
員
か
ら

は
国
政
報
告
も
受
け
た
。 

 

全
体
会
で
は
現
役
国
会
議
員

を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
公
民
評
の
茅
原
副

議
長
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
岸
ま
き

こ
議
員
、
公
民
評
の
橋
本
議
長
、

平
間
事
務
局
次
長
、
太
田
幹
事 

が
登
壇
し
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
労 

     

働
者
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。 

 

ま
ず
、
各
現
場
の
パ
ネ
リ
ス

ト
（
委
託
・
指
定
管
理
・
介
護

分
野
）
が
現
状
の
課
題
と
国
に

求
め
る
こ
と
を
発
言
。
発
言
に

対
し
て
岸
議
員
は
政
府
の
責
任

で
雇
用
の
安
定
化
・
賃
上
げ
に

つ
い
て
強
力
に
進
め
る
こ
と
を

求
め
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

会
場
か
ら
は
３
人
の
意
見
等
が

あ
り
「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁

の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る

指
針
」
に
関
わ
る
意
見
な
ど
が

あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
「
２
０
２
４
春
闘
の

取
り
組
み
方
針
案
」
を
比
田
井

事
務
局
長
が
提
起
し
、
「
１
万

７
５
０
０
円
以
上
の
賃
上
げ
要

求
」
な
ど
を
掲
げ
た
。 

 

ま
た
、
福
岡
で
の
「
労
働
協

約
の
地
域
的
拡
張
適
用
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
自
治
労
本
部

の
槌
田
オ
ル
グ
が
「
日
本
の
労

働
史
上
画
期
的
な
取
り
組
み
」

と
報
告
。
福
岡
県
本
部
の
大
土

オ
ル
グ
が
現
場
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
補
足
し
て
発
言
し
た
。 

 

最
後
に
、
橋
本
議
長
よ
り
来

年
の
参
議
院
選
挙
に
む
け
た
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
全
体
集
会
を

締
め
く
く
っ
た
。 

  
 

  

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
依
然
と
し
て

物
価
高
と
実
質
賃
金
の
低
下
は

続
い
て
い
ま
す
。
賃
金
と
は
生

計
費
で
あ
り
利
益
の
分
け
前
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
金
格
差
の

解
消
、
そ
し
て
賃
上
げ
が
必
要

で
す
。 

 

春
闘
は
企
業
別
組
合
の
弱
点

克
服
の
た
め
の
た
た
か
い
で
あ

り
、
個
別
企
業
の
枠
を
超
え
て 

         

            

賃
金
相
場
を
形
成
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
り
ま
す
。
統
一
し
て

春
闘
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
秋

闘
で
の
妥
結
に
む
け
た
重
要
な

起
点
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
一

年
の
交
渉
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
ま
す
。
公
共

民
間
の
職
場
で
は
、
国
や
自
治

体
の
制
度
・
政
策
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
労
使
交
渉
だ
け

で
は
解
決
に
至
ら
な
い
局
面
も

出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
打
破
す

る
た
め
に
は
自
治
体
単
組
と
の

連
携
が
必
要
で
あ
り
、
組
織
内

議
員
と
一
体
と
な
っ
た
議
会
で

の
た
た
か
い
が
重
要
で
す
。
来

年
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
む
け

た
「
岸
ま
き
こ
」
の
周
知
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

公
共
民
間
評
議
会
は
１
月

20
～

21
日
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

民
間
労
組
春
闘
討
論
集
会
を
東
京
で
開
き
、
春
闘
方
針

を
決
定
。
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
未
来
」
に
つ
い

て
岸
ま
き
こ
組
織
内
議
員
を
交
え
て
討
論
し
た
。 
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自信をつけて交渉に臨もう！ 
交渉力アップセミナー参加者募集中。  

・関東甲地連  4 / 2 0～ 2 1  

 （群馬・高崎市）    

・東海地連  5 / 2 5～ 2 6  

 （愛知・名古屋市）  

・近畿地連  4 / 2 0  

 （滋賀・大津市）  

・九州地連  5 / 2 5～ 2 6  

 （佐賀県・佐賀市  ）  

２０２４

春 闘  

みなさんの声を国に届けるため、国会

の論戦でがんばります。（岸まきこ） 

橋本公民評議長 

※

今

年

は

上

記

４

地

連

で

開

催

。 

詳

し

く

は

所

属

の

県

本

部

ま

で

。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

集
会
は
対
面
１
３

４
人
、
ウ
ェ
ブ
で

３
５
人
が
参
加
。 



 

 

                      
 

              

    

自
治
労
本
部
の
本
間
オ
ル
グ

が
「
指
定
管
理
・
委
託
契
約
制

度
の
現
状
と
た
た
か
い
」
の
課

題
提
起
を
行
っ
た
。
ま
た
、
報

告
と
し
て
静
岡
県
の
富
士
市
振

興
公
社
の
杉
浦
委
員
長
か
ら
現

状
の
課
題
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
討
論
を

行
い
、
事
例
報
告
と
し
て
人
勧

や
最
低
賃
金
が
上
が
っ
て
も
委

託
費
に
反
映
さ
れ
な
い
な
ど
の

報
告
を
受
け
、
省
庁
要
請
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。 

     

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
組
合
活
動
の
活
性
化
」
と
題

し
、
北
海
道
本
部
の
松
岡
敏
裕

さ
ん
が
講
演
。
参
加
者
は
組
合

を
結
成
す
る
意
義
や
活
動
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
。
単
組
報
告
と

し
て
①
北
海
道
社
会
福
祉
事
業

団
職
員
労
組
が
弱
体
化
し
た
他

単
組
を
地
連
の
仲
間
の
助
け
で

持
ち
直
し
た
事
例
、
②
社
会
福

祉
法
人
な
ご
み
の
郷
労
働
組
合

が
一
度
解
散
し
た
も
の
の
再
び

結
成
し
た
事
例
を
報
告
し
た
。 

                                    

■ 

                                  

    

単
組
の
組
織
強
化
と
拡
大
を 

は
か
る
た
め
架
空
の
事
例
に
基

づ
き
、
課
題
解
決
の
手
法
や
連

携
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
可
視

化
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。
各
事
例
は
「
組
合
員
か
ら

の
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
」
「
人
員
が

足
り
な
い
！
」
「
使
用
者
か
ら

経
験
手
当
の
廃
止
提
案
」
「
組

合
は
何
を
し
て
く
れ
る
の
？
」

「
お
金
が
な
い
の
で
入
ら
な
い
」

の
５
つ
。
参
加
者
は
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
論
し
た
。 

     

公
共
民
間
評
議
会
第
33
回

総
会
に
お
い
て
、
第
６
次
組
織

強
化
計
画
に
基
づ
い
た
運
動
展

開
が
方
針
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、 

本
部
の
槌
田
オ
ル
グ
よ
り
強
化 

計
画
の
実
行
・
実
践
に
つ
い
て 

の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
を
受
け
た
。 

参
加
者
は
「
日
頃
の
活
動
の 

中
で
の
課
題
」
や
「
解
決
策
、 

具
体
的
な
行
動
の
た
め
の
ア
イ 

デ
ア
」
、
「
県
本
部
と
単
組
の

日
頃
の
関
わ
り
」
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

第１ 

分科会 

指
定
管
理
者
制
度
・
委
託
契
約
制
度
の
問
題
と
課
題 

第２ 

分科会 

第３ 

分科会 

第４ 

分科会 

 

介
護
・
福
祉
職
場
の
現
状
と
課
題 

 

 

「
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
」
～
解
決
方
法
を
『
見

え
る
化
』
し
て
み
た
～ 

 

公
共
民
間
職
場
に
お
け
る
第
６
次
組
強
を
考
え
る 

 

集会２日目は、４分科会で議論を深める 


